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赤十字・青少年赤十字のシンボルツリー 

「イトスギ」の植樹を行いました！ 

 前号（第６号）で紹介しました 「山口県赤十字大会2015」（平成27年12月周南市で開催） において 
贈呈されたイトスギの苗木が、このたび県内の加盟校の代表校である山口市立湯田小学校（幼保・
小・中学校指導者協議会長校）と山口県立華陵高等学校（高等学校指導者協議会長校）において、
それぞれ植樹されました。 
 ＪＲＣの支援組織である山口県青少年赤十字賛助奉仕団が中心となって苗木の育成・植樹を推進
しており、県内のＪＲＣ加盟校への植樹は約５０年ぶりの実施となります。  

山口市立湯田小学校 
平成28年3月2日植樹 

山口県立華陵高等学校
平成28年3月15日植樹 

全校放送による賛助奉仕団
室委員長からのイトスギの
説明。 JRC委員と緑化委員が植樹！ 

メンバー代表から挨拶。 

苗木の育成とJRC活動への意気
込みが語られました。 

正面玄関横の花壇へ 

植えられたイトスギ。 

全校行事として、盛大に植樹式が 

行われ、全校生徒が見守るなか、 

約１ﾒｰﾄﾙの苗木が植樹されました！ 



 

車いすやお年寄りの体を疑似体験！ 
～下松市立豊井小学校～ 

 豊井小学校で、車いすや高齢者の体を疑似体験する学習が行われました。 
 体験したメンバーからは、体が思うように動かない大変さや、段差などの危険を知ることで、 
「町で困っている人がいたら、自分から手伝いをしたい。」、「おじいちゃんや、おばあちゃんの
気持ちが分かった。」などの感想がありました。 

 

校内でトレセンを実施！ 
～山口県立華陵高等学校～ 

  

段差のあるところ
や曲がるときが 

大変!! 

重くて、一歩踏み
出すのがやっと… 

 華陵高校では、１日の日程でリーダーシップ・トレーニング・センターが行われました。 
 この日は、JRC委員会の呼び掛けにより17名のメンバーが参加し、学年を越えた仲間づくりや 
健康・安全、防災意識の向上などをテーマとするプログラムが実践されました。 

高齢者疑似体験 

車いす体験 

アイスブレイク。 

学年を越えてコミュニケーション。 

限られた情報から、協力して宝を 

探し出すグループワーク。 

学校周辺の災害リスクを知り、各グループ
で校内ハザードマップを作成！ 

応急手当について。 

三角巾包帯法と搬送について学ぶ。 


